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○道徳の授業を年間３５時間行い、児
童の道徳性の高まりについて評価を
行う。
○重点教材を選定し、考え、議論する
道徳の授業についての実践を積むこ
とでより良い道徳授業について研修を
進める。
　以上の取り組みを行い、「道徳の授
業が好きだ」と肯定的に回答する児童
の割合が80％以上になるように、ま
た、「道徳の授業で対話を通して、自
分のことについてよく考えている。」と
肯定的に回答する児童の割合が80％
以上になるようにする。

７月末の児童アンケートの結果、「道徳の授業
が好きだ」と肯定的に回答した児童の割合は、
学校全体で８５％であった。また、「道徳の授業
で対話を通して、自分のことについてよく考えて
いる」と肯定的に回答した児童の割合は学校
全体で８９％であった。これらのことから、1学期
の道徳の授業を児童は肯定的にとらえており、
教師が対話を通して自分のことを考えられるよ
うに授業の工夫をしていることがわかる。
　学校の重点課題にあたる教材の指導につい
ては、授業研究をしながら、児童の道徳性の向
上を目指して取り組みを強化する。引き続き、
主体的・対話的で深い学びにつながるよう、進
めていく。

　「道徳の授業が好きだ」と肯定的に回答し
た児童の割合は、全体で８４％と、年度当
初の目標とした８０％を上回った。これは、
教員が研究を深め取り組んだことが得点
の向上につながっていると感じる。これら
は、道徳科の取り組みだけでなく、他教科
や行事など学校生活全体を通して道徳教
育を行ってきた成果であると考えることが
できる。
　どの学年も自己肯定感が低い児童が多
いことが、課題として挙げられる。学年が上
がるにつれて、自分を客観的に捉えられた
きたこともあると考えるが、引き続き考え、
議論することの価値を児童に理解させられ
るような授業を展開することが重要であ
る。

　「道徳の時間に勉強したことを話すよう
になってきている。」の項目に対し、４割
以上の児童が家で道徳の話をするように
なってきている。また、「子どもの道徳性
が高まったと感じられることがある。」で
は、７割以上の保護者が子どもの道徳性
が高まったと感じ、「わからない」と答えた
保護者の割合は減った。このことから、
昨年よりも、学年通信などで知らせた道
徳の内容を家庭で話題にし、考え方に触
れる機会が多くなってきたのではと考え
る。
　今後も道徳科について保護者への発
信をし、理解を促し協力を仰ぐような取り
組みを進めていきたい。

昨年度に引き続き、道徳科の研修を進
めてきた。年間計画を作成し、３５時間
の授業を計画的に行うことができたこと
や、ワークシートを作成し、さらに改良、
工夫し評価にいかしてきたことは、成果
である。しかし、「考え、議論する道徳」
を目指す授業の質の向上の点ではま
だ課題が残った。
　今年度の研修で学んだことを生かし
ながら今後も、各学年で「考え議論する
道徳」の授業の実現に向けて、「ねらい
を意識した授業づくり」や「児童の学び
を教員がどのように支援していくか」を
その中心に据え、授業改善に取り組ん
でいきたい。

どの学年も道徳の公開授業を行い、
研修しているのは素晴らしい。帰宅後
家族に道徳の授業の話をする児童
が、昨年度より5％ほど増えているの
は取組の成果の表れだろう。引き続
き、心に響く道徳の授業をお願いした
い。また、児童の心を育てるには、家
庭教育も大切だ。その意味では、校
長通信や校長先生の子育て講演会
は、保護者の意識を高めるのに大変
効果的だったと思われる。

○年間目標を各教室・廊下等に掲示す
る。
○委員会の児童を中心に、お互いに声か
けをさせて廊下の歩き方を意識させる。
○サイレント掃除をし、みんながきれいと
思える清掃活動をさせる。
○相手にとどく、心地よいあいさつができ
るよう、心がけさせる。
　以上の取り組みで、廊下歩行の約束を
守れた子80％以上、みんながきれいと思
える掃除ができたと思える児童80％以
上、相手にとどくあいさつができたと感じ
る児童90％以上にする。

　廊下歩行については、右側通行ができている
児童は全体の89%であったが、歩いている児童
は79%であった。走ってしまう児童の理由として
「急いでいたから」を選んでいる児童が80％と
多く、余裕を持って行動するよう学年に応じて
指導するなどして引き続き意識できるよう指導
していく。また、教室や廊下で遊んでいる児童
もいるので、なぜ走ってはいけないのかを理解
した上で、児童間でお互いに声かけができるよ
うにしていきたい。
　清掃活動では、82％の児童ができていたと回
答しているが、サイレント掃除の意識は学年が
下がるにつれ、まだまだ低い。継続して指導し
ていく必要がある。
　あいさつは、どの学年も気持ちよくできてい
る。高学年は地域でのあいさつも含め、続けて
いけるように指導していく。

廊下歩行については、生活の中で走ら
ずに歩けている児童の割合は高く、意
識付けは進んできていると考えるが、
目標数値にはとどいていない。予鈴前
に行動するなど余裕をもって行動でき
るよう、今後も指導していく。
掃除は、1年生と6年生の割合が高く、6
年生が各学年のトイレ掃除や1年生の
掃除補助にいくことでお互いに意識付
けできた結果だと考えらる。周りの友だ
ちの行動を見て、自分の取るべき行動
を判断できるよう、来年度も取り組んで
いく。
あいさつは、元気にできる児童が多
い。相手を意識して丁寧に自分からで
きる児童が増えるよう、今後も指導す
る。

「子どもは、交通ルールを守って登下校
をしている。」については、肯定的な意見
が97％で、理解いただいている。地域の
方々の立哨や声掛けの支援に助けられ
ているところも多いので、今後も連携して
いきたい。
「子どもは、あいさつを進んでしている。」
の項目については、「できている」と感じ
ている保護者が82％であった。校門前の
登校指導では概ねできていると感じる。
今後は、決まった場面だけでなく、相手を
意識した場に応じたあいさつを自分から
するなど、あいさつの質がさらに向上す
るよう、声掛けを大切にしていきたい。

「生活のめあて強化週間」を毎学期
実施し、高学年の児童が下学年に
声をかけたり、ていねいな学級指導
をしていただいたりすることで、休み
時間の終わりに予鈴がなると運動
場にいる大半の児童は走って校舎
に戻るなど、引き続き児童の規範意
識は高く、落ち着いて学校生活を送
れている。本年度はエアコンの導入
に伴い使用方法や規則を検討した
が、大きな問題なく取り組むことが
できた。引き続き落ち着いた学校生
活を送れるよう指導していくととも
に、気持ちの良いあいさつを目指す
など、学校生活の質の向上を目指
していきたい。

この１年、大きな事故や事件もなくて
よかった。また、今年度、交通安全優
良学校として奈良県交通安全協会か
ら表彰されたのは、これまでの地域を
あげての取組が評価されたからだろ
う。土曜参観日に実施した保護者へ
の引き渡し訓練は、今後も継続して
ほしい。学校に来るたびに、児童が掃
除しているトイレもきれいで、清掃指
導が徹底されていると感じる。道で
会っても子どもたちは、進んで挨拶し
てくれて気持ちがいい。

○児童の実態に応じた道徳教育を目
指す。
○授業のユニバーサルデザインの取
り組みを収集し、紹介する。
○「ぽかぽか言葉」の年間計画に基づ
いて指導を行う。
　以上の取り組みを行い「なかまと共
に学ぶ」ことを嬉しく感じる児童を８
５％以上にする。

巡回アドバイザー等の指導を参考に児童の実
態把握に努めている。　「なかよく学校生活を
送っている」と肯定的な回答をした児童の割合
は、学年が上がるにつれ大きくなっている。こ
れは、教師集団で共通理解し指導している成
果だと考える。「仲間が頑張る様子を見て、自
分も頑張ろうと思う」「困っている友達に声かけ
できた」に関しては、学年によっては目標の
85％を達成できていないので、今後も、行事へ
の取り組みなどを通じ、頑張っている児童を推
奨し、友達と協力することに喜びを感じる児童
が増えるよう指導していく。

「協力しなかよく学校生活を送ることが
できている」と肯定的に回答した児童
は、９８％、「仲間が頑張る様子を見
て、自分も頑張ろうと思うことがある」の
肯定的な回答は８７、４％である。行事
など仲間と力を合わせて取り組む活動
を設定し、細やかに指導した成果が表
れていると考えられる。

「子どもは、友だちと仲良く学校生活を
送っている」の肯定的な回答は９６．
１％、「学校は、子どもたちに思いやりの
心を持たせ楽しい学級作り・学校作りに
取り組んでいる」の肯定的な回答は８９．
７％であった。どちらも高数値と言える。
しかし、前者は、昨年と比べ１．３％下
がっている。引き続き懇談会や通信など
で学校の取り組みを伝えていきたい。ま
た、児童の小さな変化に目を配り早期に
指導するように、いっそう心がけていきた
い。

「協力しなかよく学校生活を送ること
ができている」「仲間が頑張る様子
を見て、自分も頑張ろうと思うことが
ある」と肯定的に回答した児童は目
標数値を超えている。行事など仲間
と力を合わせて取り組む活動を設
定し、教師間で連携しつつ細やかに
指導した成果が表れていると考えら
れる。ただ、否定的な回答をした児
童も少数ながらいるので、児童の様
子に気を配り、早目の対応を心が
けていきたいと考える。

給食時に毎月、その月に誕生日を迎
える児童が放送で紹介されるのは、
一人一人が大切にされている雰囲気
があっていいことだ。ぽかぽか言葉の
取組は、温かい言葉を互いにかけ合
うことで、子どもの心が育つので、今
後も続けてほしい。ユニバーサルデ
ザイン化の推進によって、どのクラス
も取り組みやすくなっているのではな
いか。

○ストレッチを計画的に実施できるよう
に、年間計画を作成する。具体的な動き、
効果がわかるように終礼等で先生方に紹
介する。
○休み時間に外へ遊びに行く頻度が上が
るように、各学級で学級遊びを行ったり、
運動集会の練習への参加を促す。
○学習カードを活用し、思考力、判断力を
つける。
　以上の取り組みにより「運動することが
好き」という児童が９０％、「体育の勉強で
できることが増えた」という児童が９０％を
超えるようにする。

　「運動することは好き」「体育の授業を一生懸命できた」
「できることが増えた」と肯定的に答えた児童は、いずれ
も９０％を超えており、高い割合であった。児童は授業に
意欲的に取り組んでおり、自分の成長をしっかり感じてい
ることが分かる。授業の初めにめあてを示し、終わりには
しっかりと振り返りを行うことが定着してきている。掲示資
料や学習カードを活用することで分かりやすい授業づくり
を継続していく。
　リレー集会には、50チーム以上が参加し、運動に親し
む機会をもつことができたが、「休み時間によく外で体を
動かした」と答えた児童は７６．８％と、他の項目と比べて
低い傾向にある。学級遊びの定期的な実施や、外に遊
びに行くような声かけを積極的にしていきたい。

　どの項目も１学期に引き続き、肯定的な意見
の割合が高い。特に「休み時間によく外で体を
動かした」と答えた児童が多くなっており、全体
で８８．２％である。これは１学期に行ったアン
ケート結果と比べると、１２％近く上昇している。
学級遊びや運動集会などを通して、体を動か
すことの楽しさを感じる児童が増えてきた成果
であると考える。
　また、体育の授業を児童の実態に応じて計画
的に行い、　めあてを示すことで、体力の高まり
を感じ、運動が好きになる児童も増えている。
児童が進んで運動に取り組めるように、今後も
継続的に取り組みを行っていきたい。

　「学校は、子どもの体力向上に向けて
取り組んでいる」の肯定的な意見は９６．
２％と、高い割合である。これは昨年度
から変わっていない。
　児童の体力の高まりをより実感できる
ように、今後も取り組みを続け、体力テス
トなどの目に見える形でも成果を上げて
いく必要があると考える。

各学級で行っている学級遊び、学年で
の運動タイム、毎学期全校で行う運動
集会など、1年を通して運動に関わる機
会を多く作っている。そのため、運動に
親しみを持っている児童が多い。運動
行事をきっかけに、外で遊びに行く児
童も増えている。体育の授業において
も、児童の実態に応じて計画的に進
め、進んで運動に取り組ませることが
できた。授業を通して、友達同士で声を
掛け合ったり、補助をしたりする機会を
増やし、学び合いができる環境をより
整えていきたい。

朝のストレッチ体操の全校的な取組によ
り、体の柔軟性が増し、けがが少なくなっ
ているようで有り難い。帰宅後や休日に
日常的に体を動かして遊ぶ機会が減って
いるが、学校では、ドッジボール大会や
駆け足納め会、大縄跳び大会など体力
づくりに取り組んでいるのを継続してほし
い。駆け足納め会で沿道の声援に励まさ
れ、懸命に走る姿に感動した。体育の
様々な到達カードの利用により児童の励
みになっているし、お互いに励まし合って
いるのはいいことだ。
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評定

中間評価 児童生徒アンケートからの分析 保護者アンケートからの分析

①体育授業を計画的に、かつ系統立てて実践し、より内容を充実させる。児童がよ
り自主的に活動できるように環境を整えていく。

②なかまと協力し楽しく学校生活が送れているか、児童の小さな変化に目を配り、
早期に対応していく。

③生活目標「心地よい　学校生活を送ろう」をより高めていくため、自律性を高める
声掛けや指導をしていく。

④児童の道徳性の向上を目指して、「考え、議論する道徳」の授業の充実を図る。

①豊かな「つながり」を大切にして、進んで運動に取り組む子を育てるために、体育科授業を計
画的に行い、内容を充実させる。また仲間との関りを持てる学習を展開する。あわせてストレッ
チや体力向上につながる運動の実践をもとに、俊敏性、柔軟性や筋力を高める。
②なかまと協力し楽しく学校生活が送れているか、児童の小さな変化に目を配り、早期に対応
していく。
③生活を振り返らせる中で、その活動意義を掴みとらせる。また、児童がお互いに声をかけ合
いながら規範意識を高めていく。
④本校の重点内容項目を、「善悪の判断、自律、自由と責任」、「勤労、公共の精神」、「規則の
尊重」とし、児童が自分の考えを伝えたり、他の人の考えを聞いたりしながら、自分自身のこと
を考え、道徳性を養うことができる授業の実現を目指す。

①進んで運動に取り組む子を育てるために、豊かなつながりを大切にした授業
や行事を行う。また目に見える形でも児童が体力の高まりを実感できるようにし
ていく必要がある。
②「あたたかい学校・学級づくりをめざして」をめあてに、なかまと協力し楽しく学
校生活が送れているか、児童の小さな変化に目を配り、早期に対応していく。
③生活目標「心地よい　学校生活を送ろう」をより高めていくため、自律性を高め
る声掛けや指導をしていくとともに、児童自ら主体的に学校の規範作りをできる
よう各委員会を通して取組を続けていく。
④研究教科を「外国語」とする。言語活動を取り入れた授業を通して、自分の考
えや気持ちなどを、伝え合うことができる力を養う授業の工夫を進める。

具体的達成目標と評価指標 自己評価 外部アンケート 自己評価 学校関係者評価

学校名 生駒東小学校 松井　功

　　　　　教育目標

広く世界に目を向け、次の世代をになう、豊かな心をもった、たくましい子どもを育てる。
めざす学校（○笑顔にあふれ、生き生きと学び合う学校　○花を愛し、音楽を愛する心が育つ学校　○安全に、安心して学べる学校）
めざす子ども（○自ら学び、深く考え、行動する子ども　○思いやりがあり、助け合う子ども　○自他の生命と体を大切にする子ども）
めざす教師(○豊かな人間性と教育的愛情をもつ教師　○常に新たなことに挑戦する教師　○学校組織の一員として自覚を持ち、協働する教師）

前年度に残された課題 本年度の重点課題 来年度に残された課題


